
（別紙３）

○事業所名 子ども発達教室にじのたね ふたば

○保護者評価実施期間 2025年 2月 3日 ～ 2025年 2月 28日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 4 （回答者数） 3

○従業者評価実施期間 2025年 2月 3日 ～ 2025年 2月28日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 3 （回答者数） 3

○事業者向け自己評価表作成日 2025年 2月 28日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 子どもの発達に応じた個別対応が出来る           
集団活動が必要な場合も対応できる

〇 お子さんのニーズに合わせた個別療育の実施をベースに日  
常動作訓練や創作活動（季節を感じられるもの）、機能訓練を
日々の活動に取り入れている。                
〇 個別支援計画にも基づいて必要な場合は集団活動も取り入
れるようにしている。

〇保護者の方へのわかりやすいフィードバックを心がける。       
〇個々のカリキュラムに沿って効果的に行えるように工夫す
る。

2 手厚い支援体制
〇 担当する職員以外にも支援内容を共有することで支援に一
貫性を持たせられる。また、療育方法で困った時にも他の職員
に相談連携がとれるようにしている。

〇 家族支援加算を活用して保護者の方への相談援助を大切
にしていく。

3 発達段階に合わせた小集団の支援 〇 発達段階に応じた小集団を作りSST等を行っている 〇 保護者同士のつながりを作れる環境を作る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 送迎がない 〇 送迎を行うための人員配置や準備が整っていない。
〇 療育やフィードバックを大切にしているため、人員が整
ったら行えるよう準備はしておく。

2 新規利用児童の受け入れが難しい
〇 見学や新規のお申込みの連絡をいただきますが、ご希望の
時間が定員いっぱいのため希望者全員を受け入れることが難し
い。

〇 利用希望者の方には待機登録をしてもらうなど空き状況
に応じて順次連絡をしていく。
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